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①参議院選挙の啓発について

（1）参院選の啓発内容を発表しました。

第25回参議院議員通常選挙の啓発内容、啓発
イメージキャラクター、キャッチコピーを発表
しました。
キャラクターには若年層に人気があり認知度も

高い、上白石萌歌さん、男女問わず幅広い年代に
人気の佐々木蔵之介さんを起用し、若年層の投票率
向上だけでなく、幅広い世代に投票参加を呼びかけ、
有権者に親近感を感じてもらうことをねらいとして
います。
キャッチコピーには、「考える、きっかけ。

自分のこと。家族のこと。日本のこと。」を用い、
選挙に関連して想起される日々の暮らし、家族、
社会全体のことへ思いを巡らしていただくことで、
投票参加への呼びかけを図ります。
啓発事業の詳細は、以下のURLをご参照ください。

【参考URL】http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01gyosei15_02000227.html

（2）参院選特設WEBサイト いよいよリニューアル

7月4日（木）の公示日に、参院選特設サイトを
リニューアルし、投票方法や選挙制度についての
コンテンツやQ&Aを追加します。
さらに、都道府県の選挙管理委員会にも協力

いただき、選挙区選挙と比例代表選挙の候補者・政党
等の氏名やWEBサイトURL、選挙公報などをまとめた
WEBサイトをご覧いただけます。
その他、あらたにFacebook等のSNSを開設し、

時期を捉えながら情報を発信するなど、
インターネットを活用した啓発を推進していきます。
各自治体、関係団体の皆様のWEBサイトにリンク

を貼っていただくなど、啓発活動にご協力いただき
ますようお願いいたします。

【参考URL】https://2019senkyo-sanin.go.jp/
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主権者教育だより vol.２５

②情報誌「Voters No.50」を発行しました ［明るい選挙推進協会］
今号は、「新時代に寄せて」と題して、東京大学大学院の谷口将紀教授、早稲

田大学の近藤孝弘教授、放送大学/千葉大学の宮本みち子名誉教授の3名から寄
稿をいただきました。その他、第25回参院選に向けて、5月28日に開催した明る
い選挙参院選全国フォーラムの報告、若者啓発グループで活動する大学生2名か
らのメッセージ等を掲載しています。是非ご覧ください。

【問合せ先】（公財）明るい選挙推進協会 Tel：03-6380-9891

主権者教育だよりへの情報掲載について
主権者教育だよりでは、主権者教育や選挙啓発に関する総務省や各選管などの取組を広く情報発信しています。

自分たちの取組みやイベントを紹介してほしいという希望にも可能な限りお応えしますので、是非ご連絡ください。
なお、配信は毎月月末を予定しています。
【問合せ先】総務省自治行政局選挙部管理課選挙啓発係 内山･堀籠･磯部 Tel：03-5253-5574 FAX:03-5253-5575

④主権者教育アドバイザー紹介 増田 正（高崎経済大学地域政策学部教授）

6月26日、茨城県桜川市の岩瀬日本大学高等学校において
「若者と選挙～TCUE投票ファクトリーを中心として」と題する
講演を行いました。私はTCUE投票ファクトリーの顧問をやって
います。
高校生に興味を持ってもらえるように、選挙クイズや大学生の

作成したYouTube動画も取り入れました。ライブ感のある講演が
行えたのではないかと思います。3年生を対象に模擬投票も行われ、
当日は一部の生徒が実際に票を投じました。写真（右下）は
その様子を撮影したものです。
投票は他人から押し付けられるものではありません。主権者

としての自覚や自らの気付きが必要だということをお話いたし
ました。

③各地の若者選挙啓発グループによる参院選啓発活動

(2)栃っ子！選挙推進プロジェクト（ＴＥＰ）

今回の参院選に向けTEPでは「身近な若者の意識改革」をテーマに
活動します。具体的には、選挙ポスター作成、啓発イベントの参加を
行います。また、学生という立場をいかし、学内での啓発物資配布や
休み時間の校内アナウンスをしています。
活動の際は、決して固くならずに選挙の大切さを分かりやすく

伝えることを心がけています。 （ポスター作成の様子）

(1)Vote at Chuo!!

Vote at Chuo!!では、不在者投票請求書の記載を手伝うブース
「問う票所」を大学内に出します。私たちが請求書や封筒、切手を
配布し、投函までを学内で完結できる仕組みです。前回の衆院選
では40件の申し込みがありました。
更に、学生の選挙に関する「問い」の解決や、大学付近の投票所

の案内をすることで、投票に結び付くよう工夫しています。 （前回衆院選時の様子）
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